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はじめに

• 経営学研究科の専攻構成と教育目標
• 前期課程の教育体系（カリキュラム、修士号）
• 後期課程の教育体系（進学条件、学力試験、
博士候補者資格論文、博士論文）

• 研究者への道
• その他事務手続き事項（各種申請、指導教員
申請・決定）
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説明関連資料

ガイダンス内で説明補助として学生便覧のページ数を記載して
います。

学生便覧は2021年度分からウェブページ閲覧としています。
下記アドレスからご確認ください。

https://b.kobe-u.ac.jp/eaffairs/handbook/

なお、

博士前期課程（マスター）入学者は2021年度、
博士後期課程（ドクター）入進学者は2019年度、
が対象となりますのでご注意ください。
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令和3(2021)年度前期の授業の
実施方法について

ゼミ等の少人数の授業は対面で、大規模授業は遠隔（オンデマンド
型またはリアルタイム双方向型）で授業を実施することが、経営学部
・経営学研究科の基本方針です。

大学院の授業は多くが少人数ですので、基本的には対面となります
。ただ、授業によっては遠隔対応となるものもありますので、授業シラ
バスを確認してください。

授業シラバスに授業方法が明記されていない授業については、履修
登録者数及び海外の履修者の有無等により判断をします。開講形式
については随時更新されますので、経営学研究科ホームページから
「在学生へのお知らせ」を確認してください。
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経営学研究科の構成
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研究者 高度専門職業人

経営学専攻
PhDコース

PhDプログラム
一般大学院

現代経営学専攻
社会人MBAコース
社会人MBAプログラム
社会人大学院

前期課程 2年間
（Master Course）
本科履修コース

GMAP in Management(SESAMI)履修コース

専門職学位課程
1.5年～2年間

後期課程 3年間
（Doctor Course）



本科コースとGMAPコース

• 本科履修コース
–皆さんの入学されるコース（これから説明します）

• GMAP in Management(SESAMI)プログラム履
修コース（旧SESAMI履修コース）
– 海外提携大学研究者との共同で、すべて英語で授業がなさ
れる一般とは別体系のコース

– 本科履修コースの人も履修可（許可必要）
（『2021年度便覧』210頁～／『2019年度便覧』 221頁～

およびGMAPのホームページ、掲示等を参照）
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http://sesami.b.kobe-u.ac.jp/index.php?c=curriculum&p=curriculum


PhDコースの教育目標

• 広義の経営学ならびに関連する基礎的な学
問分野の理論についての高度な専門知識

• 経営学の特定分野のさらに深い専門知識

• 独創的な研究を行うことができる人材

（『2021年度便覧』『2019年度便覧』８頁）
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前期課程の教育目標

・広義の経営学（経営学・会計学・商学）ならび
に関連する基礎的学問分野の高度な専門知識
（⇒第１群、第３群科目）
・特定の専攻分野において、新たな科学的知見
を生み出す科学的方法論（⇒第２群科目）

⇒大学、研究機関及び産業界で当該分野の発
展に寄与する人材を養成する
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第１群：経営学の基礎科目

「○○特論」科目（９科目）４単位以上

• 経営学分野
経営管理特論、経営制度特論、決定分析特論

• 会計学分野
財務会計特論、会計制度特論、管理会計特論

• 商学専攻
マーケティング特論、ファイナンス特論、

市場経済分析特論
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第２群：方法論科目

研究方法論の科目：自分が採用する予定の方
法論科目を修得する。２単位以上。

• 数学的方法論研究
• 統計的方法論研究
• 定性的方法論研究
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第３群：補完と応用

• 「○○特殊研究」：２単位以上

• 第１群「特論」科目、第２群「方法論」科目の補完的な
科目と特殊な領域についての応用科目
→修士論文の方向性を考えながら履修する

（『2021年度便覧』191頁『2019年度便覧』200-201頁）
なお、GMAP in Management(SESAMI)履修コースの科目を
取得した場合は、第3群としてカウントする。

履修細則別表A注1
（『2021年度便覧』198頁『2019年度便覧』209頁）
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第５群：学部科目

経営学の知識が不足していると思われる場合
に、学部開講科目を大学院の科目として履修
することができる。

ただし、修了に必要な単位に組み込まれるのは４単位まで、

かつ、第８群科目と合わせて６単位まで。

履修細則別表A注5
（『2021年度便覧』198頁『2019年度便覧』 209頁）
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第８群：専門職科目

ビジネスの現場に直結した実践的知識の応用
科目で、専門職学位課程向けに開講

ケースプロジェクト研究、テーマプロジェクト研究および現代
経営学演習を除いて６単位を上限として第３群科目の単位数に
含める。

履修細則別表A注2 （『2021年度便覧』 198頁『2019年度便覧』 209頁）

ただし、修了に必要な単位に組み込まれるのは、第５群科目
と合わせて６単位まで。
履修細則別表A注5 （『2021年度便覧』 198頁『2019年度便覧』 209頁）
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前期課程の教育体系

授業科目の授業

（コースワーク）

• 第１群（４単位以上）
• 第２群（２単位以上）
• 第３群（２単位以上）
• 合計１８単位以上
（第５群、第８群を含める）

指導教員の承認を得ること。

研究指導

（演習）

• 第６群（12単位）
• 研究指導教員の指
導のもとで修士論文
を執筆する。
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（『2021年度便覧』 198頁）
（『2019年度便覧』 209頁）
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履修プランの作成

『履修要綱』の「大学院博士課程の基礎的科
目の体系と履修計画について」（7～19頁）をよ
く読む。
履修要綱（大学院生用）：経営学研究科ウェブページに掲載

https://www.b.kobe-u.ac.jp/phd_files/risyuyoukou_md_2021.pdf

履修にあたっては、研究指導教員とよく相談
する。



演習（ゼミ）

• 大学院生は1人の研究指導教員を選び、そ
の教授（あるいは准教授）の研究室に所属す
る。

• 研究室単位（研究指導教員単位）で演習（ゼ
ミ）が開講され、そこで論文（修士論文、博士
候補者資格論文および博士論文）指導が行
われる。

• 演習（ゼミ）は、通常その研究室に所属する
大学院生の全メンバーが参加する。
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修士論文の執筆

• 論文題目の提出（M２の10月）
• 修士論文の提出（１月）
• 修士論文審査（主査１名、副査２名）（2月）

• 2年で提出できなかった場合
次の年の6月に提出し、合格すれば9月に
修了すること可
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前期課程修了・修士号

・単位の履修

科目：9科目18単位以上
演習：12単位

＋

・修士論文の合格

題目申請→論文提出
→3名の審査委員による、論文審査＋最終試験（口
頭試問）

研究科規則25条（『2021年度便覧』186頁）
履修細則3条（ 『2021年度便覧』196頁）
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博士課程後期課程への進学

条件1：前期課程修了
条件2：修士論文の「後期進学合格」
・修士論文審査時に判定

[基準]前期課程修了者が身につけているべき研究能力の水準を
示しているだけでなく、博士号取得者となりうる能力を示すこと

条件3：総合学力試験合格
・第1群1科目、第2群1科目合格
[基準]科目の内容を理解しているだけでなく、経営学研究者として
それを使いこなす能力となっていること



総合学力試験

• 後期課程への進学、博士論文提出のための
基礎的な学力の判定のための試験

• 試験科目は、第１群科目、第２群科目と同じ
• 年2回（8月と2月に実施）
• 後期課程への進学要件（１群科目1科目、2群科目１
科目以上をM2の8月の試験までで合格しておく）

• 博士論文提出要件（１群科目２科目、2群科目1科
目、博士候補者資格論文をD３の8月の試験までに
合格しておく）
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後期課程の教育目標

・経営学・会計学・商学の特定の専攻分野におい
て深い専門知識に精通し、独創的研究を行う人
材を養成

・大学や研究機関等において当該分野の高度な
研究・教育に従事し、その発展に主導的役割

・成果を世界に及ぼし人類の進歩と発展に寄与

研究科規則２条の2第2項(2)
（『2021年度便覧』180頁 『2019年度便覧』190頁）
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後期課程の教育体系

• 授業（第４群）必修
D1またはD2：論文作成セミナー（１単位）
D2またはD3：博士候補者ワークショップ（１単位）

• 研究指導必修
研究指導教員が実施する演習（ゼミ）８単位を修得しなけれ
ばならない。

• その他
希望者は講義科目を聴講、単位修得することができる。

いずれも研究指導教員の承認を得ること。
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論文作成セミナー

• 時期：6月19日・26日、10月30日・11月6日
• 必修科目。
• 成績評価：博士候補者ワークショップで少なく
とも6本の報告に出席し、その中から2本の報
告に関するレポートを提出。
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博士候補者ワークショップ

• 時期：6月19日・26日、10月30日・11月6日
• 博士候補者資格論文審査に合格した者は原則
として、直近の博士候補者ワークショップで報告
をする。

• 成績評価
–報告をしないと必修単位が取得できない
–良い博士論文につなげるために様々な教員や院生
からの意見を聴く機会
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博士課程修了・博士号

・博士候補者資格論文試験
博士論文に向けての研究の経過をみる論文。
研究能力の審査。査読付論文で代替可能

↓
・論文指導委員会（指導教員＋教員2名）を編成

↓
・博士論文試験
題目申請→ 3名の審査委員による仮審査
→ 3名の審査委員による論文審査＋最終試験（口頭試問）
[前提] 演習履修＋総合学力試験の第1群2科目、

第2群1科目の合格＋博士候補者資格論文合格



博士候補者資格論文の代替
• 査読付論文の提出要件

– 研究指導教員の承認
– 査読雑誌に掲載されたか掲載が決定していること
– 博士論文の専門分野に該当すること
– 共著の場合は、主たる著者であることを他の共著者から
認められていること

• 申請手続
– 4月または10月の博士候補者資格論文の
題目提出は不要

– 論文提出時期は、博士候補者資格論文の提出と同一
– 研究指導教員の署名・捺印を得た所定の申請書に必要
書類を添付して提出すること 26
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その他の研究を学ぶ場

• 他の教員に研究指導してもらう
→ 論文指導委員会（博士候補者資格論文試験合格後）
指導教員以外のゼミに参加（指導教員に相談）
博士候補者ワークショップ

• 研究会・学会
→ 他の研究者がどのように研究成果を出したかを学ぶ
各専門分野の学会（加入については指導教員と相談を）

• 博士論文発表会
→ 他の院生がどのように研究成果を出したかを学ぶ



博士への道
授 業 総合学力試験 博士候補者資格論文 修士論文 博士論文

M1 第1群～
第8群

計30単位以
上

M2の8月までに

第1群1科目
第2群1科目

M2
10月論題提出
1月提出
2月審査・試験

D1
4～12月
論文作成セ
ミナー 10・4月論題

1月・6月提出
2月または

7月審査D2

4～12月
博士候補者
ワークショッ
プ

D3

10月論題提出
12月発表会・

仮審査
1月提出
2月審査・試験28

D3の6月
提出まで
可能

D3の8月
までに
第1群
2科目
第2群
1科目
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研究資金の獲得

研究には、

・調査

・学会発表（海外、国内）

・英文校正

等々のために資金が必要

→ 競争的研究資金に応募して、研究する



後期課程進学者に対する研究支援

• 日本学術振興会特別研究員
• 神戸大学博士フェローシップ制度
• 日本学生支援機構の奨学金の返還免除内
定制度

–博士後期課程入学時に、貸与終了時に決定する
業績優秀者の返還免除を内定する制度
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日本学術振興会特別研究員

「特別研究員」制度は優れた若手研究者に、その研究生活
の初期において、自由な発想のもとに主体的に研究課題
等を選びながら研究に専念する機会を与えることにより、
我が国の学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の
養成・確保に資することを目的として、大学院博士課程在
学者及び大学院博士課程修了者等で、優れた研究能力を
有し、大学その他の研究機関で研究に専念することを希望
する者を「特別研究員」に採用し、研究奨励金を支給する
制度（現在は月額20万円＋研究費（審査有）、２～３年）

参考） https://www.jsps.go.jp/j-pd



神戸大学博士学生フェローシップ制度

本学の博士課程後期課程に在籍する学生で、
イノベーション創出が期待される分野で、活躍
が期待される優秀な学生に博士学生フェロー
の称号を与える。また、当該学生に研究専念
支援金（１８０万円/年）および研究費（３０万円/
年）を支給すると共に、研究力向上のための機
会を与え、さらに、キャリアパス支援を行う。
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参考）http://www.career.kobe-u.ac.jp/mdp.html
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大学教員になるには

• 公募形式が主流
1つのポジションに全国の博士号取得者が応募
あなたが生み出した研究成果（学会発表論文）

で競争する

・ 教育歴を重視する大学も増加

TA(teaching assistant)、 STA(senior teaching  
assistant)、RA(research assistant)

・ 自分の研究を端的にわかりやすく伝える訓練

・ ハゲタカジャーナルやハゲタカ学会には注意



研究倫理を遵守すること

• 大学院生も、研究活動を行うときには、「研究者」とみ
なされます。

• 「研究者」は「研究不正行為」を行ってはいけません。
– 捏造、改ざん、盗用など

• 授業や学位論文において研究不正行為が行われれ
ば、単位取り消しや学位取消等の処分の対象となりま
す。

• 海賊版のソフトウェアを利用してはいけません。

34

参考）https://www.kobe-u.ac.jp/research/system/academic-norms/index.html
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教務事務手続
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教務グループ

履修、試験、学位等の教務手続を行う重要な係

→ ・手続忘れ、期限遅れがないように

・分からないことは聞くこと

⇒その前に学生便覧、履修要綱は熟読を
・意思疎通ができる連絡手段を常備すること



37

教務上の連絡の方法

基本＝電子媒体での通知

経営学研究科ウェブページ・メールをよく見ること

[重要]＝学籍番号メール
(21XbXXXb@stu.kobe-u.ac.jp)

→必ず常用メールへの転送設定をする

補助＝公用掲示板（第3学舎通路）
使用例：周知ポスターの掲示等
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教務上の申請の方法

[1] 教務グループで申請する（メールによる申請）

[2] 申請項目によってはインターネット申請
– 履修登録（ 登録方法は「教務情報システム利用の
手引き（学生用）」を参照）

– 総合学力試験（登録方法は別途通知）
– 修士論文、博士候補者資格論文題目、
博士論文題目（登録方法は別途通知）

[重要]必ず、指導教員の指導・承認を得て
登録すること
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教務関連システム

[1] うりぼーネット（https://kym-web.ofc.kobe-
u.ac.jp/campusweb）＝教務システム
授業履修，履修の取り消しの手続き

[2] BEEF（https://beef.center.kobe-u.ac.jp/）
＝学修支援システム

履修する授業資料のダウンロード，レポートの提
出，授業の質疑応答，など授業の実施に関わる
リソースの集約

[3] 経営学研究科メンバーサイト
総合学力試験，論題の申請

https://kym-web.ofc.kobe-u.ac.jp/campusweb
https://beef.center.kobe-u.ac.jp/
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指導教員の申請・決定

ステップ1：希望する指導教員のゼミ・ゼミ説明会出席
分からないことを、教員に直接確認する

ゼミ説明会は4月7日（水）から16日（金）まで
行う。

ステップ2：指導教員の希望申請書を教務係に提出
・第1希望から第5希望（後期課程は第3希望）まで
書くこと（調整有り）

・申請期間：4月7日（水）～4月19日（月）１２時
ステップ3：4月下旬に決定し次第、結果を通知する
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前期の履修登録
前期履修の登録期間←「うりぼーネット」

4月2日（金）13時～4月23日（水）17時（時間厳守）
最終登録済み科目一覧表

指導教員の確認をとったメール文書の写しをあわせて、教
務グループにメールで提出すること

提出期限：5月6日（木）17：00まで
事前登録

第1群、第2群、第3群以外の科目は、担当教員の許可を受
け、教務グループに申請

申請期間：4月2日（金）13時～ 4月23日（水）17時
（履修登録と同じ）

※GMAP in Management(SESAMI)授業科目の履修に
ついては、掲示にて知らせる。



履修取消し

• 履修登録後、途中で履修を中止したい場合
• 履修取消期間
– ［前期］4月26日（月）～5月6日（木）
– ［後期］10月15日（金）～10月21日（木）

• 履修取消方法 「うりぼーネット」

• 取り消した科目は、その学期中に再履修でき
ない。（『履修要綱』 3頁）
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大学院での学び方についての参考文献

• 規則と手続き
→ 『2021年度学生便覧』 31-84頁、189-234頁

『2019年度学生便覧』 35-91頁、189-254頁

• PhDコースの設計、学び方について（規則、手続の意図も分かる）
→ 『2021年度学生便覧』 236-258頁
『2019年度学生便覧』 257-276頁

• 科目の内容と履修計画の立て方
→ 『履修要綱』（特に、履修計画の立て方は7-19頁）

• 研究指導教員とよく相談すること


